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牛
久
と
由
良
家
②

再
発
見
・
牛
久
第
二
十
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　

天
正
18
年（
１
５
９
０
年
）の
夏
、
牛

久
領
主
に
な
っ
た
由
良
国
繁
と
、
妙
印

尼
母
子
が
牛
久
城
に
移
っ
て
き
た
。

　

国
繁
は
早
速
、
家
臣
の
屋
敷
割
を

行
っ
た
。
牛
久
城
内
を
中
城
・
埋
作
・

石
神
・
山
崎
・
南
原
・
根
古
屋
・
谷
田

部
宿
の
七
つ
に
区
割
し
て
、
こ
こ
に
家

臣
を
移
住
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
城
中
町

地
内
に
字
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

そ
の
翌
年
、
国
繁
は
上

こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
新
田
郡
金

山（
現
群
馬
県
太
田
市
）の
新
田
・
由
良
家

菩
提
寺
の
曹
洞
宗
太
田
山
金
龍
寺
を
東
林

寺
城
跡（
75
年
後
に
国
繁
の
曾ひ

孫
貞
房
が

若
柴〈
現
龍
ケ
崎
市
〉に
移
す
）に
移
し
た
。

　

妙
印
尼
は
、
そ
の
金
龍
寺
の
長
芸
大

拙
大
和
尚
を
伴
い
城
内
谷
田
部
の
一

隅
に
長
屋
得
月
亭
を
営
み
こ
こ
を
寓ぐ

う
き
ょ居

（
仮
の
住
ま
い
）と
し
た
。

　

妙
印
尼
は
、
寓
居
に
移
っ
た
翌
天
正

19
年（
１
５
９
１
年
）秋
か
ら
、
重
臣
数

名
を
担
当
奉
行
に
充
て
て
、
戦
死
し
た

各時代の歴史よりこぼれ話

得
月
亭
と
七
観
音
・
八
薬
師
建
立

 ―

牛
久
領
主
由
良
国
繁
の
母
堂

妙
印
尼
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
る―

曹
洞
宗
稲
荷
山
得
月
院
で
あ
る
。

武
家
未
亡
人
の
出
家

―

名
の
あ
る
武
家
の
な
ら
わ
し―

　

第
29
代
欽き

ん
め
い明

天
皇
在
位
中（
５
３
１
～

５
７
１
年
）に
仏
教
が
朝
鮮
半
島
の
百
済

国
か
ら
渡
来
す
る
と
、
司
馬
達
等（
梁

り
ょ
う〈

中

国
〉か
ら
渡
来
し
て
帰
化
）の
嶋
と
い
う

名
の
11
歳
の
娘
が
出
家
し
、
法
名
を
善

信
尼
と
称
し
た
。
こ
れ
は
日
本
で
最
初

の
出
家
で
あ
る
。
善
信
尼
は
16
歳
の
と

き
、
我
が
国
最
初
の
留
学
生
と
し
て
百

済
に
わ
た
り
、
僧
恵
便
に
つ
い
て
修
行

し
て
き
た
。

　

鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
源
頼
朝
の
室
北

条
政
子
は
、
正
治
元
年（
１
１
９
９
年
）

に
頼
朝
が
急
死
す
る
と
、
剃
髪
し
、
鎌

倉
に
臨
済
宗
の
高
僧
栄
西
を
迎
え
、
禅

寺
亀
谷
山
寿
福
寺
を
創
建
、『
尼
将
軍
』

の
異
名
を
と
っ
た
。

　

法
名
高
台
院
の
俗
名
は
北

き
た
の
ま
ん
ど
こ
ろ

政
所
で
、

通
称
ね
ね
、
豊
臣
秀
吉
の
正
夫
人
で

あ
っ
た
。
慶
長
３
年（
１
５
９
８
年
）８

月
、
秀
吉
が
63
歳
を
も
っ
て
没
す
る
と

直
ち
に
出
家（
剃
髪
は
し
な
い
）し
て
菩

提
を
弔
っ
た
。
さ
ら
に
秀
吉
供
養
の
た

め
京
東
山
に
臨
済
宗
鷲
峰
山
高
台
寺
を

創
建
し
て
、こ
こ
を
隠
棲
の
地
と
し
た
。

　

幕
末
、
皇
女
和
宮（
孝
明
天
皇
の
妹
）

は
公
武
合
体（
公〈
朝
廷
〉・
武〈
幕
府
〉

提
携
）
に
よ
り
、
徳
川
第
14
代
将
軍
家

茂
に
降
嫁
、
家
茂
が
没
す
る
と
21
歳
で

剃
髪
し
て
静
寛
院
宮
と
称
し
て
い
る
。

妙印尼画像
（剃髪しない）

【 ※12月1日 号・ 牛 久 と 由 良

家①の中の「滝川一益（かずま

す・いちます）」について】

　江戸幕府が諸大名・旗本諸

士に家譜の提出を命じ、その

幕府の編修によって寛永20年

（1643年）完成の『寛永諸家系

図伝』というのがある。旗本に

列している滝川家の項に、一

益の子が「一
いつとき

時」とあるので、

「一
いつます

益」と訂正しておく。

遠
戚
岡
見
一
族
及
び
そ
の
家
臣
と
、
由

良
家
家
臣（
金
山
・
桐
生
両
城
と
小
田

原
城
で
）
を
弔
う
た
め
に
、
七し

ち

観
音
、

八
薬
師
、
十
王
堂
を
造
営
さ
せ
て
い
る
。

七
観
音
は
、
牛
久
、
足
高（
現
つ
く
ば

み
ら
い
市
）、
羽
成
・
岩
崎（
現
つ
く
ば

市
）、
小
涌
幸
谷（
現
龍
ケ
崎
市
）な
ど

で
、
八
薬
師
は
谷
田
部（
現
つ
く
ば
市
）

な
ど
で
あ
っ
た
。

　

妙
印
尼
は
そ
れ
か
ら
３
年
後
の
文
禄

３
年（
１
５
９
４
年
）１
月
に
入

に
ゅ
う
じ
ゃ
く

寂
し
た
。

　

妙
印
尼
入
寂
後
、
国
繁
は
、
重
臣
矢

場
能
登
守
、
御
留
守
居
奉
行
柿
沼
長
門

守
、
御
家
老
野
内
民
部
少
輔
、
御
家
老

林
越
中
守
、
公
用
人
方
大
澤
大
和
守
、

公
用
人
方
林
加

賀
守
ら
６
人
を
担

当
奉
行
に
任
命
し

て
、
寓
居
を
寺
屋

敷
に
造
営
し
た
。

さ
ら
に
国
繁
は
、

そ
の
翌
々
年
・
慶

長
元
年（
１
５
９
６

年
）
に
寓
居
を
超

然
嶺
学
大
和
尚
開

山
の
由
良
家
菩
提

寺
と
し
、
こ
れ
が

由
良

　

国
繁

新田家・小田家縁組と岡見家

常
陸
守
護
職
・
小
田
城
主（
現
つ
く
ば
市
）

小
田
に
改
め
る

八
田
知
家　
　
　
　
　
　
　

知
重　
　

泰
知

　
　
　

時
知　
　

宗
知　
　

貞
宗

治
久

美み

ね禰

孝
朝

朝
義
…�
岡
見（
牛
久
市
岡
見
町
）

に
移
住
し
、
岡
見
を
名

乗
る
。
岡
見
城
主
。

新
田
義
貞 夫婦

中 略

←


